
授業公開では、三国小学校の島田 龍 先生に４年生の外国語

活動の授業を公開していただき、研究報告と協議では、研究構想

と授業についての質疑応答の後、義務教育課の指導主事よりご

意見をいただくとともに、専門委員である福岡教育大学の坂井清

隆教授よりまとめと指導助言をいただきました。 

 そこで、今回の通信では、公開授業の様子、協議会でのご意見・

ご指導及び参加した先生からの感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

５月２９日（木）に、「福岡県重点課題研究指定・委嘱事業」の連絡協議会と兼ねて、小郡市の「主体的な学び」 

推進委員会と教員一日留学体験研修を開催しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第２号 

令和７(２０２５)年６月 日 

小郡市教育委員会 「主体的な学び」推進委員会通信 

 

 

  

 

 主な学習活動 実際の様子 

導  
 

入 

○教師と ALT とのデモンストレーションを見て、 

 本時のめあてをつかむ。 
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開 
本時の自己選択・自己決定の場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終  
 

末 

○学習を振り返る。 

【振り返りの視点】 

●「うまくいった・できた／理由」 

●「難しかった・できなかった／理由」 

●「これからの学習でがんばりたいこと」 

  

 

 

【連絡協議会の様子】 

４年４組（外国語活動） 「I Iike Monday.」  授業者 島田 龍 先生 

主眼 クイズ活動に向けて自らの学習課題に応じて学習内容を選択することを通して、 

“What day do you like?”や”I like～days.”といった表現に慣れ親しむことで、 

相手に配慮しながら自分の好きな曜日を伝え合おうとすることができる。 

全部の曜日を覚えて英語で言いたいな。 

ヒントを工夫してクイズを楽しみたいな。 

【イヤホンで発音を聞いて個人練習】 

【ペアで練習】 【先生から助言】 

●友だちの好きな曜日を聞き取れて、自分の好きな曜日とその 

理由を英語で発言できてうれしかったです。 

●友だちの好きな曜日を当てる時に苦戦しました。 

●この経験を生かして他の友だちにも英語で聞いてみたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語活動において学習内容を自己選択すること

は、普段と比べて発展的なことであるため、児童にとっ

て困難さを感じさせるかもしれないと不安もありました。

しかし実際は、児童が自分の課題に応じて練習する時

間があったことで、自信をもって最終活動に臨むことが

できていました。一方で、自己の課題を自ら把握するこ

との難しさがありました。そのため、客観的な自己分析

（友達や先生によるアドバイスや、自分のやりとりの様

子を動画で記録して視聴するなど）の場面を充実させ

ていくことが必要であると感じました。 

 

 

これまで私は、授業は「教師主導で進めていかなければな

らない」という意識が強く、ICT 機器も一斉に使わせることが

多かったです。しかし、「自己調整学習」に着目して学校全体

で研究し授業改善を進めていくうちに、教師側がすべきこと

は、「子ども達が学ぶ環境を整えること」、「自己選択の場、自

己決定の場を意図的に設定していくこと」だと気付きました。ま

た、外国語活動の授業を参観して、子ども達が学習内容を自

己選択するには、前時でのふり返りの際に、自分自身の課題を

把握しておくことが重要であると感じました。 

専門委員 福岡教育大学教職大学院 坂井 清隆 教授より 

ICT 教育推進委員：江嶋 悠先生より 

〇全体で一つの「めあて」だけではなく、子どもたち一人ひとりの「めあて」を設定した方がいいこと。教師も今日の授

業の「めあて」があり、子どもと一緒に学ぶ教師の姿があることなど、今後の「主体的な学び」の方向性を示してい

ただいたと思います。 

〇自校に生かしたいこととしては、学びの振り返りを全教科に共通するものを位置付け、子ども自身が内容や方法を

選ぶ経験を積ませていきたい。また、単元や教科の枠にとらわれず、失敗から学べる柔軟な学級をつくり、子どもた

ちが自分の学びを位置付け、方向転換できるようにしていきたい。 

〇主体的に学んでいくには、そこにいくまでの環境づくりが大切だと考えます。交流するときの言葉や言葉遣い、自分

自身のめあてをもって取り組む姿勢、どの友達とも交流することができるような安心できる学級づくり、学習規律な

ど、土台がしっかりしていないとうまくいかないことが多い授業だと考えます。 

〇共通のゴールを決めてしまうとどうしても一斉授業になってしまい、子どもたちの課題意識が薄れてしまう。自己の

課題意識に応じた方法や学習内容を選択し、自己調整できるように手立てを考えていきたいと感じた。 

参加した先生からの感想（ポートフォリオより一部抜粋） 

授業者：島田 龍先生より授業を振り返って 

【永田 浩之 指導主事】 

三国小学校が「自己選択・自己

決定」に焦点化して取り組んでいる

ことは価値がある。学校全体で日常

的に「自己選択・自己決定」を授業

に取り入れていこうとする姿を見るこ

とができた。今後、「内容選択と方法

選択」の整理を進めてほしい。 

【永海 哲広 指導主事】 

 子どもたちにとって「やってみたい」

と思う真正な課題設定があったこと

で、「楽しい」と感じる授業になって

いた。子どもたちは個々の目標が違

っていたかもしれないので、それぞれ

のめあてを立て、モニタリングしなが

ら自己調整力を発揮させてほしい。 

【森 将和 主任指導主事】 

3年間取り組んできた研究実践を

俯瞰的に見て、共通点や差異点、発

達の段階や教科による特性等を整理

してほしい。また、三国小が取り組ん

でいる「教える」から「学ぶ」への教育

観の転換に関わる成果を多くの学校

に広めてほしい。 

三国小学校の研究は、自分で学習を調整したり、他者と協働したりしながら目標を達成する力をもった
子どもを育てる課題から、令和４年度よりスタートし、最終年度である今年度は、深く学び続ける子どもを
育成するために、自己選択・自己決定の場を設定することに焦点化してきています。 

自己選択・自己決定の場を設定する上で大切なのは、子どもが自己選択・自己決定（「方法選択型」
と「内容選択型」）する場を教師が単元の中に位置付けることです。 
このような三国小学校の挑戦に期待することは、従来の「教える」ことを重要視してきた『教育観』や
『授業観』から、教師が学ぶ環境を整え、子どもの自己調整を促すといった新しい『教育観』・『授業観』
への転換を図ることです。１１月２１日の最終報告会も楽しみにしております。 

福岡県教育庁教育振興部  義務教育課より 


